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◀
日
本
平
山
頂
マ
ッ
プ
を

　
　
　
　
ゲ
ッ
ト
し
て
山
頂
＆
周
辺
を
楽
し
も
う

◀
隠
れ
た
名
碑

　「
赤
い
靴
の
母
子
像
」

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
歌
わ
れ
て
き
た
野
口

雨
情
作
詞
、本
居
長
世
作
曲
の
童
謡「
赤
い

靴
」の
女
の
子
と
、そ
の
母
親
は
現
在
の
静

岡
市
清
水
区
の
出
身
で
し
た
。全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
を
も
と
に「
赤
い
靴
母

子
像
」が
、清
水
を
見
下
ろ
す
日
本
平
の
山

頂
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

日本平観光組合公認キャラクター〝チャボん〟
お茶の花の妖精チャボんが歌っている

日本平観光PV もあるよYoutubeで検索してね

「日本平夜市」
　を運営しているみなさん

（写真は第3回のもの）

伝えて行きたい、知って欲しい地域に残る
「歴史財産」 《西園寺公望と坐漁荘》

静
岡
市
を
代
表

　
　  

す
る
観
光
地

　

清
水
区
と
駿
河
区
に
ま
た
が
る

丘
陵
〝
有
度
山
〞
の
山
頂
周
辺
が

「
日
本
平
」
で
す
。

　

静
岡
市
民
に
と
っ
て
お
馴
染
み

で
あ
る
こ
の
場
所
は
そ
の
昔
、
日

本
武
尊
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ

と
）
の
伝
説
に
由
来
し
て
名
付
け

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼

も
眺
め
た
で
あ
ろ
う
山
頂
か
ら
見

渡
す
景
色
は
富
士
山
か
ら
伊
豆
半

島
、
駿
河
湾
そ
し
て
静
岡
市
街
が

一
望
で
き
る
ま
さ
に
３
６
０
度
パ

ノ
ラ
マ
の
絶
景
で
す
。
こ
の
景
色

は
日
本
中
で
認
め
ら
れ
、
１
９
５

０
年
（
昭
和
25
年
）
に
毎
日
新
聞

社
主
催
の
「
日
本
観
光
地
百
景
」

に
お
い
て
〝
平
野
の
部
第
１
位
〞

を
獲
得
、
１
９
５
９
年
（
昭
和
34

年
）
に
は
国
の
名
勝
に
も
指
定

さ
れ
た
ま
さ
に
静
岡
市
を
代
表
す

る
観
光
地
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
最
近
、
こ
こ
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

恐
ら
く
〝
子
ど
も
の
頃
に
遠
足

で
行
っ
た
の
は
覚
え
て
い
る
な
〞

く
ら
い
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

今
、
多
く
の
方
の
記
憶
の
中
に

あ
る
日
本
平
山
頂
の
景
色
が
大
き

く
変
わ
り
、
改
め
て
そ
の
価
値
が

上
が
る
時
が
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
日
本
平
と
共
に
歩
み

続
け
て
き
て
い
る
日
本
平
観
光
組

合
の
組
合
長
を
務
め
る
池
谷
則
義

さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　　

近
年
の
日
本
平
を
取
り
巻
く
出

来
事
を
見
て
み
る
と
、
久
能
山
東

照
宮
の
国
宝
指
定
、
富
士
山
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
、
徳
川
家
康
顕

彰
四
百
年
祭
、
さ
ら
に
昨
年
は
こ

こ
山
頂
か
ら
見
る
夜
景
が
夜
景
遺

産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
平

に
と
っ
て
追
い
風
の
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

遡
れ
ば
２
０
０
３
年
（
平
成
15

年
）
の
旧
静
岡
市
と
旧
清
水
市

の
合
併
、
２
０
０
５
年
（
平
成
17

年
）
の
政
令
市
移
行
を
機
に
旧

両
市
の
中
間
に
あ
る
日
本
平
を
改

め
て
整
備
し
て
行
こ
う
と
計
画
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

追
い
風
の
時
期
に
日
本
平
の
魅
力

を
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
県
と
市
、
そ

し
て
組
合
と
し
て
も
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
官
民
一
体
と
な
っ
て
計
画
の

推
進
を
図
る
中
、
来
年
（
２
０
１

８
年
）
の
完
成
を
目
指
し
山
頂
に

そ
び
え
る
日
本
平
デ
ジ
タ
ル
タ

ワ
ー
の
周
囲
を
ぐ
る
り
と
歩
く
こ

と
が
で
き
る
〝
展
望
回
廊
〞
と
、

〝
山
頂
シ
ン
ボ
ル
施
設
〞
が
建
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ま
さ
に
日
本
平
に
と
っ

て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
は
日
本
平
を
中
心
を
と
し

た
10
の
事
業
所
の
会
員
と
１
賛
助

会
員
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
組
合
長
に
な
っ
て
今
年
で

３
年
目
、
今
ま
で
の
活
動
に
新
し

い
取
り
組
み
を
付
加
し
て
組
合
よ

り
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
事

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

個
々
の
事
業
所
の
規
模
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

組
合
と
し
て
動
く
こ
と
で
大
き
な

活
動
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
全

国
に
あ
る
「
日
本
平
」
の
ネ
ー
ム

バ
リ
ュ
ー
を
活
用
し
、
日
本
平
の

良
さ
と
こ
れ
か
ら
変
わ
る
と
言
う

こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

一
連
の
活
動
の
中
で
組
合
の
中

の
若
手
を
中
心
に
〝
日
本
平
活
性

化
推
進
委
員
会
〞
を
組
織
し
、
来

訪
者
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
情
報
収
集
や
そ
の
活
用
に
つ
い

て
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
始
ま
っ
た
「
日
本
平
夜
市
」

に
も
共
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

３
月
に
は
山
頂
の
各
所
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
や
特
典
が
受
け
ら
れ
る
〝
お

い
で
よ
日
本
平
ご
優
待
券
〞
を
発

行
し
、
好
評
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
（
使
用
期
限
は
8
月
31
日
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
期
限
内
に
ご
利

用
下
さ
い
。
）

　

こ
の
他
に
も
日
本
平
桜
マ
ラ
ソ

ン
で
は
給
水
所
を
設
置
し
日
本
平

梅
園
で
採
れ
た
梅
を
使
っ
た
特
製

梅
ジ
ュ
ー
ス
を
振
る
舞
っ
た
り
、

組
合
員
の
県
外
研
修
を
行
っ
た
り

と
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
は
一
時
的
な

も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
切
掛
け
に
来
訪
者
の
底
上
げ

を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
新
し

い
施
設
の
利
活
用
に
繋
げ
て
ゆ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
平
に
期
待
し

て
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

「
地
元
静
岡
の
方
は
余
り
こ
こ

に
来
て
い
な
い
方
が
多
い
で
す

ね
。
」
と
話
す
の
は
日
本
平
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
営
業
所
の
鈴
木
金
二
所

長
さ
ん
で
す
。

　

「
初
め
て
来
ま
し
た
」
と
言
う

来
訪
者
が
約
７
割
を
数
え
、
地
元

の
人
は
遠
足
等
で
一
度
は
訪
れ
て

い
る
も
の
の
、
２
度
目
以
上
と
言

う
方
は
な
か
な
か
い
な
い
の
が
現

実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
も
展
望
回
廊
と
シ
ン
ボ

ル
施
設
に
は
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

同
時
に
ア
ク
セ
ス
道
路
が
古
い

こ
と
か
ら
〝
観
光
地
を
期
待
さ
せ

る
よ
う
な
〞
道
路
整
備
や
、
家
族

連
れ
、
特
に
子
ど
も
が
飽
き
ず
に

滞
在
で
き
る
場
所
づ
く
り
が
必
要

だ
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
平
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
言
え

ば
屏
風
谷
を
眼
下
に
空
中
散
歩
を

楽
し
み
な
が
ら
久
能
山
東
照
宮
へ

直
接
行
き
来
で
き
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
宝
指
定
の
建
造
物
、
徳
川
家

康
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る

久
能
山
東
照
宮
で
す
が
、
そ
の
魅

力
は
「
建
物
に
対
す
る
デ
ィ
テ
ー

ル
に
こ
だ
わ
っ
た
日
本
人
の
繊
細

さ
に
あ
る
」
と
鈴
木
所
長
、
「
こ

の
こ
と
を
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
」
と
日
本
平
観

光
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
ら
で
は
の

熱
い
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

日
本
平
山
頂
で
は
昨
年
の
９
月

か
ら
新
し
い
試
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

山
頂
と
言
え
ば
、
昼
間
に
見
え

る
景
色
が
有
名
で
す
が
、
昨
年
の

９
月
に
「
夜
景
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
（
東
京

都
）
に
よ
り
夜
の
景
色
が
〝
日
本

夜
景
遺
産
〞
に
認
定
さ
れ
る
ほ
ど

夜
景
が
美
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

し
か
し
、
夜
の
日
本
平
に
は

〝
暗
い
〞
〝
怖
い
〞
〝
危
な
い
〞

と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
確
か
に
山

頂
の
お
店
は
夕
方
に
は
閉
ま
っ
て

寂
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
当
時
、
お
土
産
屋
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
た
松
木
季
代

子
さ
ん
が
仲
間
を
集
め
始
め
た
の

が
「
日
本
平
夜
市
」
で
す
。

　

〝
日
本
平
の
夜
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
静
岡
市
の
地

域
の
一
つ
と
し
て
、
日
常
に
普
通

に
あ
る
日
本
平
の
〝
こ
ん
な
使
い

方
〞
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
い
わ
ゆ
る
〝
２
枚
目
の

名
刺
〞
の
活
動
を
行
う
20
〜
30
代

の
地
元
有
志
、
組
合
員
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

夜
店
的
マ
ル
シ
ェ
や
音
楽
演

奏
、
芝
生
広
場
を
利
用
し
た
星
空

の
下
の
ヨ
ガ
等
々
、
楽
し
い
こ
と

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

日
本
平
夜
市
は
毎
月
第
４
土
曜

日
に
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
情
報
発
信
を
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。
普
段
と

違
っ
た
景
色
と
出
会
え
る
夜
の
日

本
平
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　

イ
ノ
セ
ン
ト
で
は
こ
れ
ま
で
日

本
平
と
言
え
ば
草
薙
地
区
の
再
開

発
と
合
わ
せ
〝
有
度
山
〞
の
利
活

用
と
し
て
特
集
・
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

よ
く
考
え
る
と
山
頂
部
に
つ
い
て

は
触
れ
て
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
〝
山
頂
〞
と
言
う
だ
け
で
遠

い
場
所
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き

ま
す
が
、
実
際
に
は
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
入
口
か
ら
車
で
10
分
、
15
分
程

度
、
さ
ら
に
観
光
地
と
言
う
こ
と

か
ら
普
段
あ
ま
り
行
か
な
い
場
所

と
の
思
い
込
み
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
同
じ
こ
と
が
「
三
保
松

原
」
に
も
言
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
こ
そ
地
元

住
民
で
あ
る
静
岡
市
民
が
し
っ
か

り
足
を
運
ん
で
、
利
用
し
て
盛
り

上
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
山
頂
の
発
展
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

追
い
風
に
乗
っ
て

　 

日
本
平
活
性
化

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て

　
　  

久
能
山
東
照
宮
へ

！！

イ
ノ
セ
ン
ト
か
ら

　
　
　  

ひ
と
言

日本平で
つながる、
市民と世界

静
岡
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
間
違
い
な
く
名
前
が
挙
が
る「
日
本
平
」。

市
民
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
こ
の
風
景
が
平
成
30
年
度
に
一
新
し
ま
す
。

今
回
の
イ
ノ
セ
ン
ト
は〝
日
本
平
の
今
〞を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

こ
の
特
集
を
読
ん
だ
後
は
、ぜ
ひ
日
本
平
へ
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
き
っ
と
来
年
に
は
ま
た
足
を
運
び
た
く
な
り
ま
す
よ
。

特  集 ◆ シリーズ清水 2017 ◆

生まれ変わる観光スポット“日本平山頂”

大
き
く
変
わ
る
日
本
平
に
期
待

日
本
平
か
ら
の
海
と
山 

歴
史
と
詩
歌
の
通
い
路じ

〝
日
本
平
山
頂
シ
ン
ボ
ル
施
設
〞が
完
成
予
定

お
い
で
よ

 

夜
の
日
本
平
山
頂
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コラム

しずまえ

由
比
の
港
に
新
た
な
風
を

　
　
　
　
　
　
　
吹
き
込
む
姉
妹
！

花岡依梨さん（右） 望月宏美さん（左）

　

由
比
漁
港
か
ら
少
し
奥

に
入
っ
た
場
所
に
あ
る
鮮

魚
・
惣
菜
販
売
の「
ヤ
マ
ボ

シ
水
産
」二
代
目
で
あ
る
花

岡
衣
梨
さ
ん
と
望
月
宏
美

さ
ん
の
2
人
が
今
年
オ
ー

プ
ン
し
た
お
店
で
す
。仲
買
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由　比

清水区

ヤマボシ水産  清水区由比今宿1043-1
☎054-375-5677 Twitter @yamaboshisuisa

由比漁港の奥側からバイパスの橋をくぐり、
細い道を進んでください。
わかりづらい場所にありますので迷ったら
お電話で確認してください。

ア
ク
セ
ス

コラム
第2回
七夕フェス清　水

清水駅前発

清水区

　7月9日（日）、第65回清水七夕まつりの最
終日に賑わう清水駅前において『第2回七夕
フェスティバル』が行われました。
　このイベントは清水の元気を歌とダンスで
創造することと共に、清水七夕まつりの人出で
賑わう清水駅前銀座商店街からJR清水駅西
口ロータリーをぐるりとつなぐ［清水駅前よっ
てこ商店街］に誘客と回遊を目的に、〝清水の
活気をもっと大きく〟と考える地元有志により
開催されました。
　当日は、駅前にある大和屋さんとタリーズ
コーヒー清水駅前店の前に〝特設ステージ〟が
登場！朝かや夕方まで市民総参加によるステー
ジイベントが繰り広げられました。
　実行委員長による開会宣言から始まったス
テージでは、トップバッターとして市内のダン

ススタジオ「STUDIO ARTS」からヒップ・
ホップダンスからスタート！続いて、「キッズ
フーププーン」によるフラフープダンスが披露
されました。
　そして8月に開催される「第70回清水みな
と祭り」の熱狂を一足お先に〝みなとかっぽれ
総踊り〟が登場！さらに、今回のイベントの目玉
は一般応募で集まった4才～88才までの総勢
50人による〝素人のど自慢大会〟です。
　最優秀賞の「七夕賞」を目指してそれぞれが
自慢の歌声を披露しました。
　暑い日差しが照りつける中、その暑さを上
回る人々の熱さが清水の駅前を大いに盛り上
げた1日でした。
　イベント終了後、来年の開催を望む声が多
数ありました。

イベント インフォメーション

▶8月20日（日） ※毎月第3日曜日開催 時間/12：00
～20：00 雨天決行 会場/清水駅前銀座商店街
◆《納涼祭》と銘打って開催の今回の銀ぶらマルシェは初
の夜まで開催です。いつもと時間が違いますのでお間違え
のないようにお出掛け下さい。肉&お酒の飲食ブースやも
もいろクローバーZのサイン入りパネルの展示もありま
す。真夏の1日、清水駅前銀座へ涼みに出掛けてみてはい
かがでしょう。

☎054-365-9206●清水駅前銀座商店街振興組合

銀ぶらマルシェ《銀ぶら納涼祭》

御楯組血盟書
☎054-245-3500●静岡市文化財資料館

▶開催中～9月3日（日）［（後半展示8月8日（火）～9月3
日（日）］ 時間/9：00～16：30 休館日/月曜日（祝日の場合
は開館） 入館料/一般200円、中学生以下50円
◆大政奉還150周年記念。興津を愛した元老 井上馨が
保有していた激しさを増す攘夷運動の貴重な記録を全文
公開！

☎054-255-4746■ HOTひといきコンサート

▶８月２３日（水）、２４日（木） 時間/12：00～12：50 会場
/静岡市役所静岡庁舎 新館1階ラウンジ 入場無料（申込
不要）
◆８月２３日（水）/グルーポ エスカーラ 長島忠之[アルパ]、
パブロ・テロネス[ギター&チャランゴ]、田中淳子[パンフルート]、
杉山由利子[ピアノ]、24日（木）/なつかよ なつ[マリンバ]、
かよ[マリンバ]

富士山特集

☎054-251-2200■ 静岡音楽館AOI

▶8月２２日（火） 時間/11：30開演（1１：00開場）※12:30
終演予定 料金/全自由500円（※静岡音楽館倶楽部会員
割引はありません。※このコンサートは休憩がありません。ｌ
※未就学児はご入場いただけません。）
◆AOIが誇るパイプオルガンの調べを500円で体感でき
る!! 夏休みコンサート/山口綾規

オルガン￥500コンサート

企画展「登呂発掘と静岡市の近現代」
☎054-285-0476●静岡市立登呂博物館

▶開催中～9月3日（日） 時間/9：00～16：30 会場/登呂
博物館2階 特別・企画展示室 観覧料/一般３00円、高校・
大学生2０0円、小・中学生５0円 休館日/月曜日（祝日は除
く）祝日の翌日
◆登呂遺跡は、平成29年をもって、戦後に行われた本格
発掘調査から70年を迎えます。調査は考古学のみならず
自然科学や社会学など様々な分野の専門家が結集する
学際的調査で、歴史に残る記念すべきものでした。静岡
市にとっても「登呂発掘」は大きな意味を持つ出来事であ
り、今回の展示では、静岡市の近現代史とともに登呂発掘
を振り返ります。

▶大政奉還から150年という節目を迎え、県内では様々
なイベントが企画されています。江戸時代が終わり、駿河
に移封・移住した徳川家、旧幕臣たちが築いた静岡県の
礎。県になる前の数年しか存在しなかった“静岡藩”時代
を、彼らの暮らしぶりや当時の教育、行政、軍事、産業、医
療など多角的な視点から概観できる一冊です。「静岡」の
始まりが見えてきます。

『見る読む静岡藩ヒストリー』
☎054-354-1331●静岡市立清水中央図書館【新刊案内】

静岡新聞社 2017.4 樋口雄彦／著■(公財)静岡市文化振興財団 ☎054-255-4746

特別公開

■ 静岡市民文化会館 ☎054-251-3751

▶12月9日（土）、10日（日） 10:00～16:30 会場/中ホー
ル 参加料/無料 対象/静岡市内に住んでいるか、通勤・通
学している方のグループ（7名以上）
【申込方法】参加申込書に必要事項を記入し、静岡市民文
化会館へ直接お持ちの上お申込みください。参加申込書
は、静岡市民文化会館、（公財）静岡市文化振興財団事務
局、市内各区役所総合案内所、各生涯学習施設などにあり
ます。静岡市民文化会館HPからもダウンロードできます。
【申込期間】7月22日（土）から9月10日（日）（受付時間
9:00～21：００)
【問合せ先】静岡市民文化会館 ☎054-251-3751
【その他】10月7日（土）に参加団体向けの事前説明を行
います。

第15回静岡市民芸能発表会 出演者募集

のれん －芹沢銈介の原点－
☎054-282-5522●静岡市立芹沢銈介美術館

▶開催中～１１月２６日（日） 時間/9：00～16：30 観覧料/
一般420円、高校生・大学生250円、小学生・中学生100
円、未就学児無料 休館日/毎週月曜日（9/18、10/9除く）
9/19、10/10、11/24
◆芹沢銈介の染色作品の原点であり、また芹沢自身がも
っとも好んだ「のれん」を特集し、全館に70点を展示しま
す。この展覧会では「風の字のれん」「縄のれん文のれ
ん」「朝顔のれん」といった代表作から、店舗用ののれんま
で、幅広い作品をご覧いただきます。

どうぶつ自由研究 意外と知らないヒトと動物の関係

☎054-262-3251●日本平動物園

▶開催中～8月２7日（日） 時間/9：00～16：30（入園は
16:00まで） 入園料/一般610円、小・中学生150円（市内
小・中学生は証明提示で無料） 休園日/毎週月曜日（祝日
の場合は翌平日）8月14日（月）は特別に開園します 会場
/日本平動物園ビジターセンター（入場無料 ※動物園へ
の入園には所定の入園料が必要です）
◆【自由研究の種を見つけよう！選べる全6テーマ】クイズ
を楽しみながら〝意外と知らない〟ヒトと動物の関係につ
いて、学んでみましょう。【最新技術 紙アプリが登場!!】あな
たが描いた絵がスクリーンの中で動き出す！（開催時間
10:00～14:00）

☎054-273-1515■ 静岡市美術館

▶7月1日（土）～8月28日（日） 時間/１０：００～１９：００（展示
室入場は閉館３０分前まで） 観覧料/一般1,200円、大高生・
７０歳以上800円、中学生以下無料 休館日/毎週月曜日（但し
7月17日(月・祝）、8月14日（月）は開館、7月18日（火）は休館）
◆坂本龍馬は天保6（1835）年に土佐で生まれました。浪
士の立場ながら薩長同盟の仲介や大政奉還に尽力し、新
政府の樹立をめざしますが、慶応3（1867）年に京都・近江
屋で凶刃に倒れました。2017年は大政奉還、そして龍馬
の没後150年にあたります。本展では、龍馬の手紙や近年
発見された資料から龍馬の実像に迫るとともに、同時代の
美術工芸品などを通して、龍馬が生きた幕末と言う時代を
紹介します。

坂本龍馬没後150年

◆今年で5回目！！ようこそ清水にぎわい落語まつりへ 10月7日
（土）～10月9日（月・祝）の3日間、清水が落語で染まります。
▶清水銀座商店街公演（会場/GINZAシャル） 10月7日
（土） 時間/昼の部13：30開演（13：０0開場）、夜の部16：
30開演（1６：０0開場） 料金/自由席：各2,000円 
▶清水テルサ公演（会場/テルサホール） 10月8日（日） 時
間/13：30開演（13：00開場） 料金/指定席：3,500円
▶エスパルスドリームプラザ公演（会場/サウンドシャワー
アーク） 10月8日（日） 時間/17：30開演（16：45開場） 料
金/自由席：3,５00円（1ドリンク付）
▶マリナート公演（大ホール） 10月9日（月・祝） 時間/14：
00開演（13：00開場） 料金/指定席：S席５,５00円、A席4,５
00円、B席３,０00円

☎054-353-8885■ 静岡市清水文化会館【マリナート】

清水にぎわい落語まつり



平成29年・30年 客船入港情報　　～ぜひ、お越しください～

世界の海と繋がる清水港 富士山と調和した美しいみなとまちづくり

  8月19日（土）ダイヤモンド・プリンセス  15:00 ー22:00
  9月23日（土）シルバー・シャドー  8：00 ー13：00
  9月25日（月）セレブリティ・ミレニアム  7：00 ー15：00
  9月30日（土）ダイヤモンド・プリンセス  14：00 ー21：00
10月　7日（土）セレブリティ・ミレニアム  7：00 ー15：00
10月14日（土）フォーレンダム  8：00 ー14：00
10月17日（火）アムステルダム   8：00 ー15：00
11月11日（土）飛鳥Ⅱ   8：00 ー17：00
11月20日（月）ダイヤモンド・プリンセス  7：00 ー16：00

12月22日（金）ぱしふぃっくびいなす  8：00 ー14：00
  1月　7日（日）飛鳥Ⅱ   8：00 ー17：00
  4月　2日（月）ノルウェージャン・ジュエル　7：00 ー16：00
  4月10日（土）フォーレンダム  14：00 ー20：00
  4月12日（木）ダイヤモンド・プリンセス  12：00 ー20：00
  4月13日（金）スター・レジェンド  8：00 ー18：00
  4月13日（金）セレブリティ・ミレニアム  12：00 ー20：00
  4月15日（日）スター・レジェンド  8：00 ー17：00
  4月16日（月）セレブリティ・ミレニアム  7：00 ー17：00

静岡市 経済局 商工部 清水港振興課
静岡市清水区旭町６-８  TEL 054-354-2432

客船が寄港する、美しい港 清水港 

「スーパースター・ヴァーゴ」11月20日まで毎週月曜日 7時00分入港　14時00分出港

帆船「海王丸」11月2日（木） 10時00分 入港　11月6日（月） 10時00分 出港
※9月25日、11月6日、11月20日は、日の出埠頭以外の岸壁に着岸予定です。ご注意ください。

※入出港時間はあくまで予定であり、天候等諸事情による急な変更もございます。ご了承ください。

http://www.shimizu-port.jp
「清水港客船誘致委員会」

お問合せ先

ダイヤモンド・プリンセス

セレブリティ・ミレニアム

ダイヤモンド・プリンセス

セレブリティ・ミレニアム 海王丸

スーパースター・ヴァーゴ

海王丸

スーパースター・ヴァーゴ

テーマは

静岡市の元気は清水港から。

連 載 国際海洋文化都市 清水2017清水からの風 つながる…静岡世界発信！！

今、最大の話題 ： LNG火力発電所の建設には、清水区は強く関心を持って欲しい。

　これまで当、地域活性化情報誌イノセントでは、草薙地区の再開発と併せて「有度山」の重要性をクローズアップし、有度山の現状をお伝えしつつ、そこに関わる方々か
らの「有度山の利活用」に対する様々なご意見、ご提案を掲載してきました。これらの想いが今ひとつ形になろうとしているのは、とても素晴らしいことだと思います。日本平
は間違いなく静岡市の観光にとって重要な拠点だと思います。清水港が国から国際クルーズ拠点の選定を受け、今年度は続 と々外国客船が寄港、多くの外国人観光客
がやってきています。そして2020年には東京オリンピックの開催が控えています。そこで、ここ日本平こそ静岡市のインバウンドにおいて大きな役割を担うことはも間違いない
と思います。「日本平は素晴らしいところだ。」と我々、地元市民が胸を張って観光客を迎えるためにも、今回の記事にある施設の完成を機に一度は足を運び、改めてそこか
ら見える日本一の景色を堪能して欲しいと思います。
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